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幼児保育学科における就職の実態調査
An Investigation into the Actual Employment Circumstances of 

















































いる。しかし、平成 23 年度が 77.2% だった
ものが、平成 27 年度は 84% と緩やかではあ
るが上昇傾向を示している。また、地域によっ





き、平成 23 年度から平成 26 年度まで 30%
台で推移してきたが、平成 27 年度にはよう
やく 50.9% と 50% 台を超えた。しかし、最







 2） 図 2 は企業規模計 10 人～ 99 人、年齢 22 歳～
24 歳、勤務年数は保育士（女）1.8 年から 2.1
年で平均 2.0 年、幼稚園教諭（女）について






































平均が 5.4 年と 4.8 年4）の場合の過去 5 年間








学生の内定時期の推移（図 6）の 4 点から考
察してみる。本学の就職先の内訳を見ると、














H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
total 97 137 213 251 313 375 462 494
三八上北地区 58 71 98 76 92 120 125 107
首都圏 18 44 67 109 128 151 187 261
















4） 企業規模計 10 人～ 99 人、年齢 25 歳～ 29 歳、
勤務年数は保育士（女）4.2 年から 5.2 年で平
均 4.8 年、幼稚園教諭（女）については 5.3 年












H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
三八上北地区 145,685 146,297 148,043 149,384 146,317 149,344 158,426 162,381
首都圏 180,766 179,487 186,259 179,338 185,299 184,090 190,140 196,468









Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
本学 15% 33% 12% 29% 44% 42% 66%
全国 74% 76% 77% 78% 79% 82% 84%
東北 47% 47% 59% 64% 61% 64% 70%

































度は 180,766 円だったが平成 28 年度 12 月現
在では 196,468 円となっており、東京では
200,000 円から 210,000 の賃金が標準となっ
ている。一方、三八上北地方の賃金も求人件
数、正規雇用率の上昇に伴い徐々に上昇し、
平成 21 年度の 145,685 円から今年度は 12 月















の正規雇用率（図 5）であるが、平成 21 年
度は僅か 15%、平成 23 年度は 12% と極めて












図 6 から分かるように、平成 26 年度から内
定を得る時期が明らかに早期化している。そ
れ以前は、1 月、2 月に内定を得る学生も多
数おり、12 月末までの内定率は 20% から




に関するアンケートによれば、2 年次 8 月に
行われる保育実習 II、9 月に行われる教育実




















郡部への就職が 7 名、東京都が 2 名、その他
の地域が 1 名となっている。専門職に就いた
36 名に対し、八戸市内の事業所からの求人





































6）平成 24 年度のアンケートは、実施日 11 月 13 日、
対象は幼児保育学科 2 年生回答数 82 名　複数
回答可
7）平成 28 年度のアンケートは、実施日 11 月 30 日、
対象は幼児保育学科 2 年生回答数 88 名　複数
回答可
図7 都市部への就職率の推移
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